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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期
第２四半期
連結累計期間

第30期
第２四半期
連結累計期間

第29期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高（千円） 16,477,620 7,146,122 26,279,358

経常利益（千円）  1,035,722  622,563 1,767,182

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
 572,730  △267,118 911,605

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
559,418 △260,720 882,193

純資産額（千円） 7,053,232 6,949,204 7,381,375

総資産額（千円） 20,412,164 16,455,255 18,514,170

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

20.04 △9.35 31.90

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 34.2 41.8 39.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
535,717 400,628 2,003,928

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△641,784 △64,739 △1,236,769

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,253,838 △1,426,111 1,753,187

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
4,938,947 5,203,523 6,291,532

　

回次
第29期
第２四半期
連結会計期間

第30期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日

自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
7.70 5.32

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。なお、第30期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１

株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第29期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興に向けた回復が見られるものの、原

発事故に伴う電力供給の問題、欧米における金融不安の拡大と急激な円高の進行による企業収益悪化の懸念もあ

り、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

　このような状況の中、当社グループの主力事業であるフラットパネルディスプレイ部門におきましては、エコポ

イントの駆込み需要の反動による急激な落込みに加え、円高による輸出環境の悪化により、厳しい結果となりま

した。また、クリーン・エコエネルギー部門におきましては、国内向け住宅用及び産業用の太陽光発電システムの

販売が堅調に推移したものの、海外メーカーによる価格攻勢の影響から前年同四半期を割り込む結果となりまし

た。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、売上高7,146百万円（前年同四半期

比56.6％減）となり、損益に関しましては、このような市場の変化を見通し、コスト削減に取組んだ結果、営業利

益670百万円（同35.4％減）、経常利益622百万円（同39.9％減）となりました。また、第１四半期連結会計期間に

おいて、役員退職慰労金960百万円を特別損失として計上したことにより、四半期純損失267百万円（前年同四半

期は572百万円の純利益）となりました。

　セグメントの業績は以下のとおりであります。

　

フラットパネルディスプレイ部門

　当部門につきましては、国内市場においては、地上デジタル放送への完全移行後の想定を上回る落込みがありま

した。また、海外市場においては、新興国需要の伸びに鈍化がみられたことに加え、急激な円高の影響を受けたパ

ネルメーカーの過剰在庫適正化のための生産調整により、好調であった前年同四半期の生産数量を大幅に下回り

ました。このような状況の中、市場から求められる要素技術である当社の超精密貼合技術を活かし、今後、成長が

期待できる大型のタッチパネルやタブレットＰＣ及び新方式の３Ｄ液晶テレビに必要な超精密貼合等に取組ん

でおります。また、このような市場の変化を見通し、生産拠点の集約や生産体制の最適化等に即座に対応し、更に、

全社に亘る徹底した経費の削減等、一層の経営体質の強化に取組みました。

　この結果、売上高5,876百万円（前年同四半期比60.8％減）、営業利益699百万円（同26.7％減）となりました。

　

クリーン・エコエネルギー部門

　太陽電池の国内市場は、住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金制度や電力会社による余剰電力の買取り制度

に加え、原発事故に伴う電力供給の制約もあり、省エネ意識の高まりを背景に好調に拡大いたしました。また、再

生可能エネルギー特別措置法の成立により、電力の全量買取り制度の導入が決定される等、更なる市場の拡大が

期待されるものの、太陽電池の低価格化を牽引する海外メーカーの攻勢により、市場環境は厳しい状況になるこ

とが予想されます。当部門におきましては、国内向け住宅用及び産業用の太陽光発電システムの販売が堅調に推

移したものの、価格下落の影響から前年同四半期を割り込む結果となりました。更なる拡販のため、販売体制の強

化に向けた営業拠点の拡充に取組んでおります。また、太陽電池の旺盛な需要に対応するため、自社構築による新

型生産ラインで量産されるコスト競争力のある太陽電池モジュールを市場に投入することで、事業の拡大に努め

てまいります。更に、軽量化を追求した高効率で高品質の新型太陽電池モジュールの開発に取組み、太陽電池の商

品ラインナップを増やしてまいります。

　この結果、売上高1,270百万円（前年同四半期比15.0％減）、営業損失47百万円（前年同四半期は62百万円の営

業利益）となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ1,088百万円減少の5,203百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は、400百万円（前年同四半期は535百万円の獲得）となりました。

　これは主として、税金等調整前四半期純損失336百万円、仕入債務の減少977百万円があったものの、売上債

権の減少867百万円、未払金の増加909百万円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、64百万円（前年同四半期は641百万円の使用）となりました。

　これは主として、有形固定資産の取得による支出71百万円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、1,426百万円（前年同四半期は1,253百万円の獲得）となりました。

　これは主として、長期借入金の返済による支出1,025百万円があったことによるものであります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動　

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、76,905千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（５）生産、受注及び販売の実績　

　①生産実績

当第２四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

前年同四半期比（％）

フラットパネルディスプレイ部門（千円） 4,784,225 △64.7

クリーン・エコエネルギー部門（千円） 805,338 17.3

合計（千円） 5,589,563 △60.8

（注）１．金額は製造原価によっております。なお、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　②受注実績

当第２四半期連結累計期間の受注実績をセグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

セグメントの名称
受注高
（千円）

前年同四半期比
（％）

受注残高
（千円）

前年同四半期比
（％）

フラットパネルディスプレイ部門 5,876,093 △60.7 － －

クリーン・エコエネルギー部門 1,166,293 △27.1 12,372 △89.0

合計 7,042,386 △57.5 12,372 △89.0

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　③販売実績

当第２四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

前年同四半期比（％）

フラットパネルディスプレイ部門（千円） 5,876,093 △60.8

クリーン・エコエネルギー部門（千円） 1,270,029 △15.0

合計（千円） 7,146,122 △56.6

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．前第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結累計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の

総販売実績に対する割合は以下のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

旭硝子㈱ 9,920,699 60.2 4,251,097 59.5

東レフィルム加工㈱ 4,959,745 30.1 1,485,964 20.8

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 105,000,000

計 105,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 29,786,400 29,786,400

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数は100

株であります。

計 29,786,400 29,786,400 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 29,786,400 － 2,000,007 － 2,436,668
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

松本實藏 兵庫県姫路市 13,130 44.08
松本倫長 兵庫県姫路市 2,441 8.19
松本庄藏 兵庫県尼崎市 1,854 6.22
東レ㈱ 東京都中央区日本橋室町２丁目１－１ 1,560 5.23
フジプレアム㈱ 兵庫県姫路市飾西38－１ 1,211 4.06
旭硝子㈱ 東京都千代田区丸の内１丁目５番１号 936 3.14
リンテック㈱ 東京都板橋区本町23－23 936 3.14
ジェイアンドエム㈱ 兵庫県姫路市飾西274番地の17 475 1.59
松本春代 兵庫県姫路市 360 1.20
松本守雄 兵庫県姫路市 330 1.10

計 － 23,235 78.00

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,211,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 28,574,300 285,743 －

単元未満株式 普通株式 700 － －

発行済株式総数 29,786,400 － －

総株主の議決権 － 285,743 －

（注）１.「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が600株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれております。

　　　２.「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が12株含まれております。

②【自己株式等】 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

フジプレアム㈱
兵庫県姫路市

飾西38番地１
1,211,400 － 1,211,400 4.06

計 － 1,211,400 － 1,211,400 4.06

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、あると築地監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,341,532 5,253,523

受取手形及び売掛金 3,253,824 2,390,550

商品及び製品 355,353 432,313

仕掛品 278,078 216,952

原材料及び貯蔵品 559,114 459,875

その他 178,311 52,474

貸倒引当金 △20,924 △4,191

流動資産合計 10,945,289 8,801,499

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,807,809 2,715,423

土地 2,226,490 2,226,490

その他（純額） 2,204,970 2,087,391

有形固定資産合計 7,239,269 7,029,305

無形固定資産

その他 31,612 28,503

無形固定資産合計 31,612 28,503

投資その他の資産

その他 302,661 600,609

貸倒引当金 △4,662 △4,662

投資その他の資産合計 297,998 595,946

固定資産合計 7,568,880 7,653,755

資産合計 18,514,170 16,455,255
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,187,290 1,212,270

短期借入金 950,000 950,000

1年内返済予定の長期借入金 1,739,436 1,426,306

未払法人税等 432,690 214,707

賞与引当金 20,990 21,519

その他 700,338 646,464

流動負債合計 6,030,745 4,471,267

固定負債

長期借入金 4,539,385 3,826,547

退職給付引当金 10,043 4,885

その他 552,620 1,203,350

固定負債合計 5,102,049 5,034,783

負債合計 11,132,794 9,506,050

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,007 2,000,007

資本剰余金 2,440,803 2,440,803

利益剰余金 3,742,421 3,303,852

自己株式 △863,878 △863,878

株主資本合計 7,319,354 6,880,785

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,614 10,114

為替換算調整勘定 △25,610 △19,346

その他の包括利益累計額合計 △12,996 △9,232

少数株主持分 75,017 77,651

純資産合計 7,381,375 6,949,204

負債純資産合計 18,514,170 16,455,255
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 16,477,620 7,146,122

売上原価 14,864,854 5,858,541

売上総利益 1,612,765 1,287,581

販売費及び一般管理費 ※1
 575,016

※1
 616,739

営業利益 1,037,748 670,842

営業外収益

受取利息 3,131 2,758

助成金収入 18,258 －

保険解約返戻金 19,655 7

固定資産賃貸料 12,417 1,200

その他 7,143 2,578

営業外収益合計 60,605 6,544

営業外費用

支払利息 30,419 48,928

為替差損 － 4,357

持分変動損失 4,621 －

貸倒損失 20,809 －

その他 6,780 1,537

営業外費用合計 62,631 54,823

経常利益 1,035,722 622,563

特別利益

固定資産売却益 206 －

投資有価証券売却益 － 1,100

特別利益合計 206 1,100

特別損失

固定資産売却損 3,508 －

固定資産除却損 115,867 68

役員退職慰労金 － 960,000

特別損失合計 119,375 960,068

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

916,553 △336,405

法人税、住民税及び事業税 341,867 228,527

法人税等調整額 △737 △300,448

法人税等合計 341,129 △71,920

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

575,423 △264,484

少数株主利益 2,693 2,633

四半期純利益又は四半期純損失（△） 572,730 △267,118
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

575,423 △264,484

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,663 △2,500

為替換算調整勘定 △14,341 6,264

その他の包括利益合計 △16,004 3,764

四半期包括利益 559,418 △260,720

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 556,725 △263,354

少数株主に係る四半期包括利益 2,693 2,633
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

916,553 △336,405

減価償却費 254,416 246,167

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,203 529

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,624 4,113

貸倒引当金の増減額（△は減少） 207 △16,733

受取利息及び受取配当金 △3,894 △3,418

支払利息 30,419 48,928

固定資産売却損益（△は益） 3,301 －

固定資産除却損 115,867 68

売上債権の増減額（△は増加） △3,699,462 867,092

たな卸資産の増減額（△は増加） 471,725 83,573

仕入債務の増減額（△は減少） 2,787,969 △977,081

前渡金の増減額（△は増加） － 107,586

未払金の増減額（△は減少） △4,423 909,122

未払消費税等の増減額（△は減少） 40,478 14,185

未収消費税等の増減額（△は増加） 34,675 －

その他 △6,124 △58,036

小計 954,536 889,693

利息及び配当金の受取額 3,894 3,418

利息の支払額 △31,444 △52,245

法人税等の還付額 11,873 －

法人税等の支払額 △403,143 △440,238

営業活動によるキャッシュ・フロー 535,717 400,628

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △656,202 △71,199

その他 14,418 6,460

投資活動によるキャッシュ・フロー △641,784 △64,739

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △50,648 －

長期借入れによる収入 2,000,000 －

長期借入金の返済による支出 △381,150 △1,025,968

シンジケートローン手数料 △1,050 －

リース債務の返済による支出 △27,562 △228,693

配当金の支払額 △285,751 △171,449

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,253,838 △1,426,111

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,507 2,213

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,143,264 △1,088,008

現金及び現金同等物の期首残高 3,795,683 6,291,532

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,938,947

※1
 5,203,523
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ

・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの】

　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

（役員退職慰労金制度の廃止）　

　当社は、平成23年５月27日開催の取締役会において、役員規程に定める退任役員に対する功労金の具体的な算定方法を

決定し、功労が顕著であると認められた取締役に対し、退職慰労金を贈呈することを決議いたしました。併せて、役員退職

慰労金制度を平成23年６月29日開催の定時株主総会終結の時をもって廃止することを決議いたしました。

　また、同定時株主総会において、退任取締役については、当社所定の基準に従い相当額の範囲内で退職慰労金を支給する

ことと、本制度の廃止に伴い、同定時株主総会終結までの在任期間を対象とする退職慰労金を、当社所定の基準に従い相

当額の範囲内で打切り支給することを承認されました。

　これにより、当第２四半期連結累計期間において、役員退職慰労金960,000千円を特別損失として計上するとともに、

910,000千円を長期未払金として固定負債のその他に計上いたしました。
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は以下のとおりであります。

役員報酬          110,213千円

給料 148,082

貸倒引当金繰入額 207

賞与引当金繰入額 2,758

退職給付費用 7,189

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は以下のとおりであります。

役員報酬          82,858千円

給料 192,302

貸倒引当金繰入額 4,076

賞与引当金繰入額 3,656

退職給付費用 1,428

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は

以下のとおりであります。

現金及び預金勘定 4,988,947千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △50,000

現金及び現金同等物 4,938,947千円

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は

以下のとおりであります。

現金及び預金勘定 5,253,523千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △50,000

現金及び現金同等物 5,203,523千円

　

（株主資本等関係）

　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 285,751 10 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 171,449 ６ 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

報告セグメント　

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

フラットパネル
ディスプレイ部門

　

クリーン・エコ
エネルギー部門

合計

売上高    　 　

外部顧客への売上高 14,983,5721,494,04716,477,620    － 16,477,620

セグメント間の内部

売上高又は振替高
　　1,223 584 1,808 △1,808 －

計 　14,984,795　　1,494,63216,479,428△1,808 16,477,620

セグメント利益 953,848 62,881 1,016,729 21,018 1,037,748

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去等によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

報告セグメント　

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

フラットパネル
ディスプレイ部門

　

クリーン・エコ
エネルギー部門

合計

売上高    　 　

外部顧客への売上高 5,876,0931,270,0297,146,122 － 7,146,122

セグメント間の内部

売上高又は振替高
　　16,661 62 16,724 △16,724 －

計 　5,892,754　　1,270,0927,162,846△16,724 7,146,122

セグメント利益又は

セグメント損失（△）

　

699,490 △47,717 651,773 19,069 670,842

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、セグメント間取引の消去等によるものであります。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
20円04銭 △9円35銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）（千

円）
572,730 △267,118

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失

金額（△）（千円）
572,730 △267,118

普通株式の期中平均株式数（株） 28,575,100 28,574,988

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、

当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

フジプレアム株式会社(E02348)

四半期報告書

18/21



２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月10日

フジプレアム株式会社
取締役会　御中

あると築地監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 長井　完文　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 塩田　浩一　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジプレアム株式会
社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成
23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ
ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務
諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成
し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分
析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる
監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジプレアム株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状
態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな
いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
その他の事項
　会社の平成23年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係
る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が
実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成22年11月12日付けで無限定の結論を表明しており、
また、当該連結財務諸表に対して平成23年６月29日付けで無限定適正意見を表明している。　
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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